キリスト教紙芝居における福音的観点からの考察（４）―羊を扱った作品を中心に― by 柴田 智世





























































































































































































キリスト教視聴覚センター、1986 年〔聖書箇所　ヨハネによる福音書第 20 章 1～ 23 節、



































































































































































































　聖書箇所は記載されていないが、本文の内容から、マタイによる福音書第 18 章 12 ～ 14 節、



















カ 15：11 ～ 32）の２つが取り上げられている。































心に−」『名古屋柳城短期大学紀要』第 36 号、pp.71 − 83、2014
・尾上明子、柴田智世「キリスト教紙芝居における福音的観点からの考察（2）−クリス
マス物語を中心に−」『名古屋柳城短期大学紀要』第 37 号、pp.55 − 67、2015
・柴田智世「キリスト教紙芝居における福音的観点からの考察（3）−ノアの箱舟の物語
を中心に−」『名古屋柳城短期大学紀要』第 38 号、pp.127 − 137、2016
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　本研究では、キリスト教の福音紙芝居を保育に取り入れる際の一つの方向性と
して、羊を扱った紙芝居作品を取り上げ、聖書に基づいた内容の分析と、子ども
に語る際の聖書からの福音的視点を示すことを目的として研究を行った。
　その結果、全ての作品において聖書の記述に従った内容構成で書かれており、
読み手である子どもたちに福音的なメッセージ性をもつものであった。課題とし
ては、特にキリスト教主義の園においては、当該聖書箇所の意義を子どもに伝え
るとともに、紙芝居の有効的な活用の方法を提示していくことである。
